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■研究調査レビュー

｢あまみ長寿・子宝プロジェクト」について

あまみ長寿・子宝プロジェクトチーム

（座長：吉田紀子鹿児島県保健福祉部長）

奄美群島は，これまでに二人の世界一の長

寿者を輩出し，また，100歳以上の長寿者は

人口10万人当たり約65人，高齢者人口10万

人当たり約240人（平成16年９月）となって

おり，これは全国や本県の平均を大きく上回

り，世界に誇れる「長寿の島」となっている。

合計特殊出生率が上位の市町村(平成10年-14年ﾍﾞｲｽﾞ推定値）

多良間村(沖縄県）

天城町

神津島村(東京都）

伊仙町

下地町(沖縄県）

和泊町

億之島町

美津島町(長崎県）

上県町(長崎県）

石田町(長崎県）

3.14１

１
町 HI8U｣朔2.

Ｉ 251

亀,鋼-:匹沖｣甥雨
哺・盤､｡ITF学 ］ 247

』245

ﾖ242

:241

]239

1239

人
０
８

人ロ10万人当たり100歳以上人ロ(平成16年９月現在）
TIP!

6４８６

羽

BIO！

4０ 】23932.69

'１…爵

28.45

鍵…;… ００５ １．５２２．５３３．５1８０５
EIq

？T寧苧ｉ‘…
｜：ユゴ：』田虫iwf ＜鶚，..

！…jＷ灘?§鞍翁ギートポ..イ

本県九リＮ全国

０
０
０
０
０
０

８
２
６
０
４

１
１
２
２

奄美

このように，長寿，子宝を支える要因の多

い奄美群島は，今後の少子・高齢化に対応し

た「２１世紀の長寿社会モデル」となりうるも

のである。

このような背景から鹿児島県では，「あま

み長寿･子宝プロジエクト（平成16～20年度）

を展開することとした。
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また，平成16年に発表された合計特殊出生

率の全国市区町村ランキングにおいては，天

城町の２位を最高に10位以内に４町が入る

とともに，群島内の全市町村が全国平均を上

回るなど，「子宝の島」としても注目を集めて

いる。

また，奄美地域は，温暖な気候，豊かな自

然環境”自然に近いゆったりした生活リズム，

生活に密着した伝統文化，豊かな人情，食文

化など，長寿・子宝を支える要因に富む地域

である。

１「あまみ長寿・子宝プロジェクト」とは

あまみ長寿・子宝プロジェクトは，奄美地

域特有の「長寿」や「子宝」の背景・要因等

を科学的かつ総合的に分析，検証を行い，そ

の成果を核とし，少子・高齢化に対応したモ

デルとなる総合的な地域社会づくりを行う。

併せて，長寿・癒し等の資源や魅力を活用し

た産業・観光の振興を促進することにより，

「長寿・子宝・癒しの島あまみ」の構築を図

叺奄美地域の自立的な発展を促進し,ひい

３
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ては県民・国民の健康寿命の延伸と次世代育

成の支援に資するものである。

･文化や慣習を重んじるライフスタイル

･子育てのための社会環境

(2)あまみ長寿・子宝調査

平成15年度には，マクロ分析により絞り

込まれた長寿・子宝の推定要因を，さらに

科学的・定性的・定量的に分析・検証する

ため，奄美群島の14市町村と比較対象群の

Ａ地区の住民の方の協力を得て，食生活や

生活習慣など総合的調査を実施した。その

結果，マクロ分析を科学的に裏付けるもの

となった（図４，５)。

あまみ長寿・子宝プロジェクトＩの季か鍾詩・テエジＨンエシトＩ

『あまみ長寿｡子宝プロジェクト』は，奄美群島の長寿や子宝などの特性を分析･検証した

成果を核とし,少子･高齢化に対応したモデルとなる総合的な地域社会づくりとともに,長寿・

癒し等の資源や魅力を活用した産業･観光擾興を促進することにより，『長寿･子宝｡癒しの

島あまみ」の構築を図り，奄美群島の自立的発展，ひいては，県民･国民の健康寿命の延伸

と次世代育成の支援を促進しようとするものです。
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長寿･子宝の要因を生かした具体的な取組
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2．長寿・子宝の要因とは

五．正あまみ長寿・子宝プロジェクトの本格的な

展開に当たり，まず，プロジェクトの核とな

る奄美群島の長寿・子宝要因について分析を

行った。

(1)既存資料によるマクロ分析

平成14年12月に保健福祉部にプロ

ジェクトチームを設置し，既存資料等によ

るマクロ分析を行った。

分析結果は，平成15年９月に「奄美群

島の長寿・子宝要因分析中間概要報告」と

してとりまとめた。

○示唆された要因項目

・奄美の温暖な海洋』性気候などの自然環

境

・黒糖や島野菜等を摂取している食生活

子宝の要因
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【委員構成及び意見聴取】

「長寿・子宝｣，「まちづくり｣，「産業｣，

「観光」の各分野の有識者（８名）で戦略

ビジョン検討委員会を３回開催し，検討を

した。

また，県のホームページ等を使って広く

意見募集を実施するだけでなく，地元の住

民・商工・観光の事業者等から生の意見や

アンケートを通じて意見等を把握した。

3．プロジェクトの展開方法

(1)施策方針

①長寿・子宝のまちづくりの促進

奄美群島全体の地域活性化を図るとと

もに世界に誇れる「長寿・子宝の島あ

まみ」を将来にわたって継承していくた

め，長寿・子宝・癒しを切り口としたま

ちづくりを住民参加型で進める。

②長寿・子宝産業の振興

奄美群島の自立的発展を促進するため，

長寿・子宝・癒しの資源など，奄美群島

の持つ豊かな素材と伝統文化，人的資源

を活用し，これらの多様な組み合わせや

新技術の導入等を図りながら，新たな産

業興しを推進する。

③癒し健康にあふれる観光の振興

【策定内容】

奄美群島全体を「長寿・子宝・癒しの島

あまみ」として構築し，自立的な発展と豊

かな住民生活を目指すために市町村，民

間団体，地域住民等が協働しながら，自ら

主体的に行動するための展開方向や方策を

分野毎により具体的に提示した。

奄美群島の長寿・子宝の要因を基礎と

しながら，固有の文化や資源を十分に生

かした癒しと健康の観光プログラム・メ

ニューの開発を行うなど，来島者が癒さ

れ，活力を得ることができる体験型観光

を推進する。

あまみ長寿・子宝プロジェクト戦略ビジョンの体系

あまみ長寿風子宝プ蔭ジヱタ瞼

｡｢長寿・子宝・癒しの島あまみ」

の構築

(2)施策の段階的推進

プロジェクトを第１段階（戦略基盤整備

等)，第２段階(群島全域へのまちづくりの

普及や全国への情報発信等）に分けて施策

展開を行う。

◎奄美群島の自立的な発展の促進

◎県民・国民の健康寿命の延伸と

次世代育成の支援

匠
Ｏ長寿・子宝を核とした奄美群島の

イメージを活用した地域情報の

発信4．プロジェクトの取組や結果等について

Ｏ少子･高齢化に対応したモデル

的な地域社会の全国に向けた提案(1)プロジェクトの推進体制の整備

①戦略ビジョン策定事業（平成16年度）

【目的】

プロジェクトを円滑かつ戦略的に推進す

るために５年間の全体構想，まちづくり

や産業・観光振興の具体的実施方法等を提

示する「あまみ長寿・子宝戦略ビジョン」

を策定する。

Ｏ長寿・子宝の要因を活用した観光

・産業振興を軸とした、群島全体

の活性化し自立の促進

５

少ﾖF・蘭､麟幽溌鱗と
対露働鰯雲蟻：

Ｏ全国・県・奄美群島の

少子・高齢化の現状

特筆すべき奄美群

の長寿・子宝の状ヨ

奄蕊へ静"｣烏｢□鰯 魅引コカ

･豊かで多様な自然琿境

･固有の食文化など、個性的な地域文化

･ゆったりした時の流れ

･情緒ある人間関係

健康づくりや癒しに最適の空間

少子・高齢化に対応した

モデルとしての発展可能性
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長寿・子宝のまちづくり検討事業

①長寿・子宝アカデミー開催事業

（平成16年度）

【目的】

長寿・子宝のまちづくりの核となる「自

助力・共助力・まちづくり能力を持った人

材」を育成する。

【方法】

○対象

長寿・子宝のまちづくりに意欲のあ

る住民（モデル町２町，約60名）

○期間

３ヶ月間（教室６回開催)。

【内容】

○自助力，共助力，まちづくり能力の

獲得

○健康なまちづくりプログラム策定能

力の獲得等

【事業後の活動状況等】

○百寿のまちづくり五十人委員会の中

心的な役割を担う。

○ＯＢ会を開催し，まちづくり能力等

の維持向上，継続した活動の実践を図

る゜

○ＯＢ生が，まちづくりや地域の健康

づくり活動への呼びかけ等の活動を実

践する。等

(2)
長寿・子宝・癒しの島あまみの構築

～巡るいのちのキョラジマあまみの創造～

奄美群島の長寿者の多さや合計特殊出生率の高さに着目し、奄美群島の長寿・子宝を

支えてきた自然環境や、食材、伝統文化等を活用しながら、群島の情報発信、モノ、

人、技術を生かした独自のまちづくり、産業・観光の振興を促進することにより、

人々の定住化や移住を進め、奄美群島全体の活性化を目指します。

鍵騨～子議鐸議難f::i:〈忠:;鐸鱗灘

欝長寿・子宝を目指したまちづくり体制
の整備

蟻あまみ健康づくり活動の展開

蟻長寿・子宝支援体制の充実強化

鱒高齢者の生きがいづくりの促進

霧食育椎准揮動の展開

鱒伝統文化・行事の伝承と活用

騨地鰯N19報の集積・発信機能の充実強化 、ヘ濠 ､、〆
ｉ’霧浄蕊蕊;i〈:鍵墨〉蕊jf:::蕊蕊;鐸蕊鐵

ぐ＝>I::篭ElIiL蛎雛iIi雌の撚壁
｝議中・長期瀞UF型塑光の推進

；鶴観光を支える人材の確保・養成

！；霧観光あまみプロモーションの展開

鍵露。子宝獲蕊の艤輿

》鰯特産品等の分析・詳価システムの構築
i轡長寿・子宝ブランドの確立

11鐸特産品の生産能力向上

ｉ殿産業支援体制の充実強化

1蟻特産品等の流通・販麺1m占整I蘭

:鋼W報の共有化と地域文化ON1U報化

②戦略ビジョン推進事業

（平成17～20年度）

【目的】

「あまみ長寿・子宝プロジェクト戦略ビ

ジョン」の円滑な推進を図るため，県に進

捗管理を行う協議会を設置する。併せて，

奄美群島内の市町村が，地元住民や民間団

体等と協働しながら主体的に取り組む体制

の整備を行い，戦略ビジョンに掲げた各種

施策の具体化に向けた取組を促進する。

【事業内容】

○県に「あまみ長寿・子宝プロジェク

ト推進協議会（仮称)」の設置

・戦略ビジョンの進行管理や地元市町

村等による各種方策の取組に対する

指導・助言

・プロジェクトの普及・啓発

○市町村に「長寿・子宝のまちづくり

に関する協議会」の設置

・戦略ビジョンの展開方策の検討

・戦略ビジョンの具体化の実践

②百寿のまちづくり五十人委員会

（平成16年度）

【目的】

長寿・子宝アカデミーの卒業生を含む幅

広い分野・世代の住民による委員会を設置。

奄美の地域資源を活した長寿のまちづくり

について，住民自らが検討を行い，関係機

関・団体等へ政策提言する。

【方法】

モデル町で約６ヶ月間，まちづくりにつ

６
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いて，調査，協議等を行った。 ③あまみ子宝のまちづくり促進事業

（平成17.18年度）

【目的】

モデル町において，奄美群島の優れた子

育て機能の維持・強化を図Ｄ，今後の少子

化対策に寄与するモデル地域として育成す

る。その取組内容を群島全体に普及すると

ともに全国へ』情報発信を行う。

また，この取組を利用した産業・観光振

興を図る゜

【内容】

先進自治体との意見交換や，長寿者を取

り巻く奄美の地域資源調査等を踏まえて，

自助・互助によるまちづくりを提言，併せ

て実践を行う。

【活動事例】

○「子育て支援サークル｣の設立の提案

をするなど，町に働きかけを実施。

○「民泊受け入れ協力会」（仮称）を立

ち上げ，民泊を実現するための準備会

を設立するなど産業興しや観光プログ

ラム開発に関連する取組等の実施。

○中壮年男'性の運動教室の開催など自

主サークルの設置。等

【内容】

アあまみ子宝サミットの開催

○曰時：平成17年10月１５曰

○場所：名瀬市

○内容

・基調講演・特別講演

・パネルディスカッション：

「こどもは未来の力，未来へのかけ

はし～奄美が子宝の島であり続ける

ために～」

・奄美の伝統文化活動披露等

等

＜提言例＞

戸内町百寿のまちづくり五十人委員会提言の体系

￣＝唖乞
子育てしやすい環境

について共に考えて

情報］是供する

子育てに役立つ情報の提供を

行い、地域の人と親子との交

流事業を実施する

イあまみ子宝支援モデル事業（モデル町

２町）

○あまみ子宝まちづくり推進協議会の

設立

○地域の子育てサポーターとして活動

できる人材の育成

○島唄や島踊りなど奄美の独自の文化

伝承をいかした奄美の子ども達づくり

（｢島の子バンド」の創設）

【モデル事業の活用方策】

○少子社会の地域モデルとしての提示

○地域がもつ子どもを産み育てる環境

づくりを活用したまちづくりの促進

○長寿分野の事業とも連携した観光振

興等

地域住民『や観光客が、安心し

て?毎を活用したレジャーJや健

康づくりを体験できるよう、

環境を整備しＰＲする

年
を
と
っ
て
も
生
き
が
い
を
も
ち
、
心
豊
か
に
暮
ら
せ
る
町
を
目
指
し
て

美しい海を括i用した

レジャーや健康づく

りを観光客に提供す
る

きゅら海左取り戻し隊

滞在型の観光で観光

客にあるがままの自

然や島の生活を楽し

んでもらう

民泊を実施するための体制づ

くり

２１プランに伴う古仁屋漁港総

合ターミナルの有効活用

生ゴミを肥料にする生ゴミを肥料にし

て、健康野菜を作り、

売る（地壷地消）
長寿の要因として示唆された

健康野菜を作り、売る

島ロ教室を活性化させる

昔からある文化を子

供たちに伝える

「シマの先生」（あの文化を伝

える高齢者）を括了かす

島の文化（昔からの行事等）

を題材にした図画i＝ンクール

等（図画・写真・作文等）を

開催する
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(3)長寿・子宝素材の活用検討事業

（平成16.17年度）

①あまみ長寿食材活用事業

【目的】

あまみ長寿・子宝調査結果から長寿との

関連性が強くうかがわれる食材を栄養科学

的に分析・検討する。その分析結果を参考

にした長寿メニューの開発，長寿食材の生

産・流通拡大等を総合的に検討し，その結

果等を産業分野に提供する。

＜主な分析結果＞

◎黒糖

鉄分，カルシウムが多く含まれており，

上白糖や三温糖には含まれていないビ

タミンＢ６を多く含んでいる。

◎はんだま

鉄分，カルシウム，ポリフェノールが

多く含まれている。

◎いらぶち

脂質が低いわりにタンパク質が多い。

◎ハブ肉

タンパク質，カルシウム，亜鉛が多い。【内容】

ア奄美地域の元気長寿者が多く摂取して

いる奄美の食材（以下「長寿食材｣）を栄

養学的に分析・検証，評価分析機関

・細鹿児島県薬剤師会試験センター

。(財旧本食品分析センター

・県の試験機関等

に委託して実施。

イ長寿食材をホームページ掲載等により，

群島内外へのＰＲ

ウ長寿食メメニューレシピ集の作成

工長寿食メニュー等の伝達講習会開催

オ長寿食材の生産体制の整備や流通の確

保・拡大

力長寿食材・健康郷土料理メニューの提

供店の確保促進等

＜主な分析食材＞

【モデル事業の活用方策】

○長寿食材や長寿メニューを活用した地

域の健康づくりの促進

○長寿食材の生産体制の整備や流通の拡

大の検討

○長寿食材を活用した菓子・加工品等の

新商品やメニューの開発，販売促進

○「長寿食」の観光資源としての活用等

魚：イラブチ，赤うるめ，かつお等

肉：豚肉，豚骨，塩豚

海藻：昆布，もずく，あおさ，スーナ

野菜：はんだま，にんにくの葉，いもづ

る，オリーブの葉

果物：島みかん

菓子：黒糖ドーナツ

その他：きび酢，ブッシュカン漬け，パ

パイア漬，みき，黒糖焼酎，黒

砂糖，ハブ肉，深海鮫等 (4)あまみタラソ健康づくり事業

（平成16.17年度）

【目的】

奄美の温暖な海洋'性気候や海に囲まれた

自然環境を活用し，健康と癒しの島づくり

を目指すため，モデル町において奄美独特

のタラソテラピーのメニュー開発と効果の

検証を行い，長寿・子宝のための健康づく

りの場の創出や新たな健康産業の創出を図

る゜

＜主な分析項目（41項目）＞

炭水化物，食物繊維

たんぱく質，アミノ酸組成

脂質，コレステロール，脂肪酸組成等

無機質（ナトリウム，カルシウム等）

ビタミン(Ａ,Ｂ１，Ｂ２，Ｂ６，Ｂ12,Ｄ等）

機能性成分（タウリン，ボリフェノール

ヘスペリジン等）
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ア平成16年度のタラソテラピーメ

ニューの効果検証事業

○対象

・モデル町の35歳～65歳の男女（５６

名）

・基本健康診査等において，軽症高血

圧，肥満，耐糖能異常，高脂血症の

予備軍（要指導者）から選定。

○期間

６月～７月の１ヶ月間

○プログラム内容（週３回実施）

体調の自己チェック

→ウォーミングアップ

→海水プールでのアクアストレッチ

→海水中ウォーキング

→休憩・水分補給

→海水プールでのアクアスレッチ

→水中ウォーキング

→クーリングダウン

→海水風呂（36～37℃）

→休憩・水分補給

→体調の自己チェック

○評価方法

３つのグループ(海水群，真水群，非

介入群を設定し，実践前後で下記の評

価項目をもとに比較分析をする。

最大酸素摂取量

【検証結果】

３群を比較したところ，海水群において，

以下のような特に有意な改善がみられた。

（ｐ＜０．０５）

・糖代謝異常等の改善

・皮膚のかゆみ，胄腸の調子，関節痛，

動'犀，息切れなどの多様な不定愁訴の

改善

・全身持久力（ＶＯ２ｍａｘ）の改善

イ平成17年度のタラソテラピーメ

ニュー効果検証事業

秋冬期の奄美群島における観光資源と

してタラソテラピーの活用促進を図るた

め，メニューの開発を行う。

県外業者等を対象に温海水によるタラ

ソテラピーと長寿食材等とを加味した滞

在型メニューの効果検証を行う。

【モデル事業の活用方策】

○地域住民の健康づくり，介護予防等の

新メニューとしてタラソテラピーの活用

促進

○耐糖能異常等のグループへの活用促進

○長期滞在型や体験型観光のメニューの

一つとして活用促進

○タラソテラピーの関連グッズの販売等

【主な評価項目】

・一般問診

既往歴・家族歴・食事歴・運動歴・嗜好歴海

水浴歴・自覚症状・不定愁訴等

・一般検査

身長，体重（BMI)，体脂肪率，心電図，血

圧，脈拍，尿検査等

・血液検査

総一chqHDL-cho,LDL-cho，中』性脂肪，

血糖値，ヘモグロビンＡｌＱＮＫ細胞検査，

ＣＲＰ

.｣心理的評価（POMS）

・その他（全身持久力等）

(5)島唄・島踊りの健康・癒し効果検証事業

（平成１７．１８年度）

【目的】

奄美地域の島唄は独特の歌い回しやメロ

ディを持ち，心理的安定に効果的であり，

島踊りは動きが多彩で，健康増進に役立つ

有酸素運動的な要素も多い。また，掛け合

いによる住民間のコミュニケーションが強

化されるなど，奄美の長寿・子宝地域づく
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○評価項目

・身体状況

身長，体重（BMI)，体脂肪率，心電図，

血圧，脈拍，尿検査

・ストレス度チェック（PＯＭＳ）

・血液検査

一般血液検査，総-chqHDL-cho，LDL-cho，

中』性脂肪，血糖値，ヘモグロビンＡ１ｃＮＫ

細胞検査，血中ＭＨPG検査

・生活習慣・体調等

・体力測定（歩行力，運動量測定等）

りに大きくかかわっている。

このため，島唄・島踊りの心身両面にお

ける健康増進・癒し効果の検証・評価を行

い，長寿・子宝のまちづくりに活用すると

ともに観光・産業振興を促進する。

【方法】

○対象：４０～70歳

ａ基本健康診査等において軽症高血圧，

肥満，耐糖能異常，高脂血症の予備軍

（要指導者）と判定された者

ｂ現在，島唄や島踊りを定期的，継続

的に行っていない者

○期間

モデル町で平成17年７～10月の３ヶ

月間，週２回

○プログラム内容

くプログラム（島唄・島踊りの組み合わせ）＞

【モデル事業の活用方策】

○地域住民の健康づくりメニューや介護

予防メニューに島唄・島踊りの導入促進

○観光産業に島唄・島踊りを導入し，奄

美観光の特化を図る゜

○島唄・島踊り等の全国への情報発信と

ともに楽器等の販売促進等①ゆったりした島唄（５分）

曲を聴きながら身体をゆっくり，大きく

動かす

②ゆったりから少しアップテンポな島

踊りの曲

ゆったりとした島踊りから，少しアップ

テンポな島踊りの実践

③アップテンポ（六調）

動きが大きい島踊り

④少しアップテンポからゆったりした

島踊りの曲

少しテンポを落とした島踊りから，段々

ゆったりとした島踊り

⑤ゆったりした島唄（５分）

曲を聴きながら身体をゆっくり，大きく

動かす

5．今後の取組の方向性について

○第一段階（平成16～17年度）としての

取組

プロジェクトの指針となる戦略ビジョ

ンの策定とともに，長寿・子宝を支える

要因の中でも特に奄美に特色的な海洋』性

気候や海，多様な食材，島唄・島踊りな

どの伝統文化，「結い」等の共助機能につ

いては，モデル事業を通じて活用方策に

ついて検証を行ってきた。

○第二段階（平成18～20年度）としての

取組

戦略ビジョンにおける提示事例の取組

推進とともに，これまでに取り組んでき

たモデル事業で得られた興味深い効果検

証結果については，群島の市町村や産

業・観光分野等の関係団体にきめ細かく

」情報提供し，それぞれの分野で具体的な

○評価方法：

２つのグループ（事業実施，非介入）

を設定し，実践前後で下記の評価項目を

もとに比較分析をする。
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事業の展開を促進するような支援体制の

整備を行う。

具体的には，プロジェクトの全期間を

通して奄美群島全市町村で取り組む「奄

美へルスプロモーション推進事業｣(課題

整理→対処案提示→実践→評価）や７市

町村で展開している｢ビジョン推進事業」

を円滑に展開し，奄美群島内でのまちづ

くりの気運醸成や各市町村間や事業所間

の競争意識の活用も必要と思われる。

○ まとめ

最後にあまみ長寿・子宝プロジェクト

は平成20年までの５年間の取組ではあ

るが，この間奄美群島の市町村はもちろ

んのこと地域住民や各種団体関係機関等

の連携･協力体制のもと，奄美群島の「長

寿」や「子宝」等の特'性を活用した各種

事業に取組み，「長寿・子宝・癒しの島

あまみ」を創造する。その結果は県内，

さらには全国に情報発信して，少子・高

齢社会に対応したモデルとなる地域社会

づくりと奄美群島の自立と地域振興を一

層促進できるよう取り組んでまいりたい。
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